
様式第２号（第２１条関係） 

 

むつ市地域おこし協力隊活動状況報告書 

 

むつ市長 山本 知也 殿 

 

隊員氏名 小池 拓矢 

 

次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２３年 4 月分】 

 

１．実施した活動の概要・状況 

 ４月から新たに村上隊員が加わり、むつ市地域おこし協力隊は４名となった。村上隊員も含め、今年度の事

業計画について改めて話し合い、予算の確認等も実施した。５月以降は、イルカウォッチングのガイドやイベ

ント実施、カヤック・SUP 等のマリンアクティビティの受付開始、「むつ☆かつ」の実施など、多くの事業が本

格的に始動するため、おもにその準備を実施した。 

 

（主な活動） 

◇４月２４日（月） 本年度事業に関するミーティング 

 NPO 法人理事長、むつ市海と森ふれあい体験館館長と本年度の地域おこし協力隊の事業に関するミーティン

グを行った。自らが担当して行う予定の主な事業は以下の通りである。 

 

○イルカウォッチングイベントの実施 

 ５月、６月に青森大学の清川繁人教授を講師に迎え、下北地域内の親子を対象としたイルカウォッチングイ

ベントを実施する。 

○むつ川内ホタテフェスティバルの実施 

 昨年度好評だった、食べて遊んでホタテを楽しめるイベントを今年度も実施する。今年は体験できるコーナ

ーの拡充を図る予定である。 

○カヤック・ＳＵＰ体験の商品化 

 （一社）しもきたＴＡＢＩあしすと様ご協力のもと、川内川から陸奥湾をカヤック・ＳＵＰを操縦して楽し

むマリンアクティビティ体験を商品化して、実際に売り出す予定である。 

○学校体験学習等 

 今年度も下北地域内の学校をはじめとした教育機関等から、むつ市海と森ふれあい体験館を利用した体験学

習をお願いしたいとの問い合わせを多数いただいており、子どもたちに陸奥湾や下北半島の自然などについて

伝える活動を引き続き実施する。 

 

２．翌月の活動予定 

６日（土）ガサガサ（海の生き物探し）イベント実施 

１９日（金）シンガポール国立大生来訪対応 

２７日（土）親子でイルカウォッチングイベント実施 


